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平成２１年度　１２月補正予算
　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
が　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
村
長

２１

１１

３０

１２

１８

１９

か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
案
件
７
件
、
規
約
改
正
１
件
、
村
道
路
線
認
定
１
件
、
補
正
予
算
４
件
で
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
、
議
員
発
議
１
件
を
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
、
陳
情
１

件
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
の
一
般
質
問
に
は
、　

人
か
ら　

項
目
に
わ
た
り
村
政
に
対
し
て
の
村
の
方
針
等
に
つ
い
て
村
長
、
教
育
長
の
考
え

１１

２０

を
た
だ
し
ま
し
た
。

予算総額補正額会計名

33億0,711万0千円6,821万9千円
一般会計

（第６号）

5億4,262万0千円△40万6千円
国民健康保険

（第３号）特　

別　

会　

計

6億7,128万0千円5,475万6千円
介護保険

（第２号）

3億1,177万9千円△900万0千円
村営水道

（第２号）

平
成　

年 
第
４
回
定
例
会

２１

一
般
会
計
六
千
八
百
万
円
余
を
補
正

○
喬
木
村
障
害
者
等
共
同
作

業
訓
練
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

移
転
に
伴
う
所
在
地
の
変
更

○
喬
木
村
い
こ
い
の
家
設
置

及
び
管
理
条
例
を
廃
止

　

取
り
壊
し
に
伴
う
廃
止

○
喬
木
村
体
育
施
設
設
置
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

旧
中
学
校
跡
地
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
廃
止

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

職
員
の
不
祥
事
に
伴
う
減
給

○
一
般
会
計

・
上
平
集
落
セ
ン
タ
ー
の
改

修
補
助

　

万
円

４０

・
第
一
公
民
館
設
計
額
と
落

札
額
と
の
差
額

△
８
８
８
万
円

・
全
国
瞬
間
警
報
シ
ス
テ
ム

整
備

１
、１
５
４
万
円

・
い
ち
ご
チ
ャ
ン
ネ
ル
デ
ジ

タ
ル
化

３
３
７
万
円

・
自
立
支
援
給
付
費

１
、９
０
０
万
円

○
南
信
州
広
域
連
合
の
規
約

改
正

広
域
行
政
圏
・
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
廃
止
に
よ
る

補
正
予
算

規
則
改
正

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
、

手
当
の
引
き
下
げ

○
喬
木
村
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

特
別
職
、
議
員
の
期
末
手

当
支
給
月
数
の
引
き
下
げ

○
喬
木
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

消
防
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理

条
例
改
正

・
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
防
護

柵
整
備
調
査
費１

５
０
万
円

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

執
行
停
止
の
減
額

△
７
４
４
万
円

・
伊
久
間
原
果
樹
組
合
Ｓ
Ｓ

リ
ー
ス
事
業
補
助

３
０
３
万
円

・
富
田
地
区
災
害
関
連
防
災

工
事
負
担
金

３
０
０
万
円

・
竜
東
一
貫
道
路
（
伊
久
間

地
区
）
舗
装
修
繕
費

２
、
４
２
２
万
円

○
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

　

年
度
精
算
及
び
保
険
料

２０軽
減
に
よ
る
繰
入
金
の
減

額
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
認
定
者
の
増
加
、
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増
。

○
村
営
水
道
特
別
会
計

　

起
債
の
借
り
換
え
に
よ
る

償
還
元
金
の
減
額
。
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議
会
報
告 

原
　
嘉
俊 

議
長 

　

昨
年　

月　

日
、
第　

回
町

１１

１１

５３

村
議
会
議
長
全
国
大
会
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
未

曽
有
の
経
済
危
機
を
背
景
に
、

景
気
低
迷
に
よ
る
き
び
し
い
雇

用
情
勢
の
中
、
地
域
経
済
は
一

段
と
悪
化
の
傾
向
を
強
め
て
い

る
。こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、

真
に
地
域
を
再
生
す
る
た
め
に
、

地
方
分
権
の
中
、各
町
村
は
自

治
能
力
を
高
め
る
べ
く
、果
敢

な
行
動
を
起
す
旨
の
宣
言
を
採

択
し
、そ
の
た
め
の
実
践
的
な

決
議
を
し
た
。決
議
の
主
な
も

の
は
、

一
、地
方
分
権
改
革
の
実
現
を

期
す
る

一
、町
村
税
財
源
の
確
保
を
期

す
る

一
、新
過
疎
法
の
制
定
を
期
す
る

一
、町
村
議
会
の
活
性
化
を
期

す
る

一
、少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
保
健

福
祉
対
策
の
拡
充
強
化
を
期

す
る

◇
町
村
議
長
全
国
大
会

開
催
さ
れ
る

定例議会

村道511号旧中東側

◇
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
開

催
さ
れ
る

　

昨
年　

月　

日
、
豊
橋
市

１１

１３

に
於
て
第　

回
三
遠
南
信
サ

１７

ミ
ッ
ト
２
０
０
９
ｉ
ｎ
東
三

河
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
三
遠
南
信
地
域
連

携
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
が
主

催
す
る
初
の
サ
ミ
ッ
ト
で
あ

り
、
日
本
の
県
境
連
携
モ
デ

ル
の
構
築
を
テ
ー
マ
に
、「
道
」

「
技
」「
風
土
」「
山
・
住
」
な

ど
４
分
科
会
で
議
論
が
さ
れ

た
。
な
か
で
も
「
道
」
分
科

会
で
は
、
三
遠
南
信
自
動
車

道
と
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
同
時
期
完
成
に
向
け
て
、

強
い
期
待
が
示
さ
れ
た
。
さ

ら
に
政
権
交
代
の
影
響
や
財

政
難
か
ら
の
き
び
し
さ
を
背

景
に
、
今
ま
で
以
上
の
要
請

活
動
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト

は
飯
田
市
で
の
開
催
が
決
ま
っ

て
い
る
。

◇
南
信
州
定
住
自
立
圏

　

〜
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
る

　

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

は
、昨
年
７
月
各
議
会
の
議
決
を

経
て
、中
心
市
飯
田
市
と　

町
村

１３

が
圏
域
形
成
協
定
を
締
結
し
、　１２

月
に
は
具
体
的
な
実
施
事
業
を
盛

り
込
ん
だ
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定

さ
れ
た
。こ
の
締
結
は
、全
国　

圏
２２

域
の
中
で
第
１
号
と
な
っ
て
い
る
。

定
住
自
立
圏
は
、若
い
人
た
ち
が

飯
伊
地
域
を 
終 
の
住
み
か
と
し
て
、

つ
い

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う

構
築
す
る
こ
と
が
目
標
の
一
つ
で

あ
る
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、全
市
町
村
が

関
連
す
る
救
急
産
科
医
療
体
制
の

確
保
や
、住
民
が
元
気
で
い
き
い

き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
福
祉
政
策
、産
業
振
興
、

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
環
境
改
善
活

動
の
推
進
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
喬
木
村
と
し
て
は
、賑
わ

い
拠
点
整
備
事
業
で
、農
村
交
流

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、滞
在
型
農
業

観
光
へ
の
交
流
を
拡
大
す
る
な
ど

具
体
策
を
検
討
し
つ
つ
あ
る
。

村
道
路
線
の
認
定

請
願
・
陳
情

議
員
発
議

◇
村
道
路
線
の
認
定

　

村
道
５
１
１
号
（
旧
中
グ

ラ
ン
ド
東
側
）
認
定
路
線

◇
日
米
地
位
協
定
に
関
わ
る

「
裁
判
権
放
棄
の
日
米
密

約
」
の
公
表
と
破
棄
を
求

め
る
請
願

　

請
願
者　

長
野
県
平
和
委

員
会　

代
表
理
事　

永
井

光
明　

須
坂
市
墨
坂
５－

　

－

７

２０

…
採
択

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
と
市
町
村
国
保
の
改

善
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
者　

喬
木
村
１
２
２

６
８

…
不
採
択

◇
三
遠
南
信
自
動
車
道
建
設

に
か
か
わ
る
来
年
度
予
算

の
大
幅
削
減
を
撤
回
し
、

工
事
促
進
を
求
め
る
意
見

書
…
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

関
係
機
関
へ
提
出

（
意
見
書
は　

頁
に
記
載
）

１１
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
、
村
道
路
線

の
認
定
、　

年
度
一
般
会
計

２１

補
正
予
算
（
第
６
号
）、　

年
２１

度
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も
可
決
・

認
定
し
た
。

　

日
米
地
位
協
定
に
係
わ
る

裁
判
放
棄
の
日
米
密
約
の
公

表
と
廃
棄
を
求
め
る
請
願
を
、

採
択
し
、
意
見
書
の
提
出
を

し
て
、
自
動
的
に
住
民
に

伝
達
（
く
り
ん
ネ
ッ
ト
）

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

・
合
併
浄
化
槽
の
対
象
戸
数

は
３
７
０
戸
で
、
う
ち
３

２
０
戸
設
置
済
み
、
あ
と

　

戸
未
設
置
。

５０
・
阿
島
北
地
区
の
宅
地
造
成

事
業
は
、
遺
跡
発
掘
に
伴

い
今
年
度
の
事
業
実
施
は

で
き
な
い
。

議
員
発
議
か
ら

　

当
委
員
会
の
議
員
か
ら
の

提
案
に
よ
り「
三
遠
南
信
自
動

車
道
建
設
に
か
か
わ
る
来
年

度
予
算
の
大
幅
削
減
を
撤
廃

し
、工
事
促
進
を
求
め
る
意
見

　

委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
条
例

の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
２

件
、
条
例
の
廃

止
１
件
、
一
般

会
計
補
正
予

算
、
国
保
特
別

会
計
・
介
護
保

険
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い

て
当
委
員
会
は

可
決
し
た
。
陳

情
は
不
採
択
と

決
し
た
。

審
査
質
疑
か
ら

　

自
立
支
援
関
係
経
費
は
１

千
８
百
万
円
と
大
幅
増
で
あ

る
が
当
初
予
算
の
段
階
で
前

年
度
並
み
に
予
算
計
上
し
た

た
め
。
今
後
そ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
よ
う
要
望
が
出
さ

れ
た
。

　

太
陽
光
発
電
売
電
等
装
置

取
付
手
数
料
は
、
売
る
た
め

に
は
装
置
が
必
要
で
あ
り
、

補
正
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
居
住
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
５
千
万
円
と
大

幅
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
施

設
へ
の
短
期
入
所
者
・
老
人

保
健
施
設
へ
の
入
所
者
の
増

に
よ
る
も
の
で
、
１
〜
２
割

決
定
し
た
。

審
査
質
疑
か
ら

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）で
補
正
し
た
庁
舎
太
陽

光
発
電
設
置
、エ
ア
コ
ン
工

事
が
未
発
注
と
な
っ
て
い

る
が
、国
か
ら
の
交
付
決
定

に
よ
り
発
注
す
る
。

・
全
国
瞬
時
警
報
（
ジ
ェ
イ

ア
ラ
ー
ト
）
の
導
入
に
よ

り
、
地
震
速
報
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
等
の
緊
急
情

報
を
通
信
衛
星
等
を
経
由

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

社会文教常任委員会社会文教常任委員会

増
加
し
て
い
る
た
め
。

陳
情

　

陳
情
に
つ
い
て
は
、
後
期

高
齢
者
・
高
齢
者
医
療
制
度

は
問
題
が
あ
る
た
め
基
本
的

に
廃
止
す
る
こ
と
に
賛
成
で

あ
る
と
い
う
意
見
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
老
人
保

健
制
度
に
も
ど
す
こ
と
に
よ

り
保
険
税
が
高
く
な
る
資
料

も
で
て
い
る
な
ど
の
反
対
意

見
が
出
さ
れ
、
採
択
１
人
、

不
採
択
４
人
で
当
委
員
会
で

は
不
採
択
と
決
し
た
。

視
察
研
修

　

社
会
文
教
委
員
会
は　

月
１１

　

・　

日
の
両
日
、
静
岡
県

１９

２０

磐
田
市
の
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
芝
生
化
と
掛
川
市
の
養
護

施
設
「
ね
む
の
木
学
園
」
等

の
視
察
を
行
っ
た
。

小規模水力発電所前にて

芝グランドの視察

書
」に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法　
９９

条
に
よ
り
関
係

機
関
に
提
出
す

る
こ
と
を
決
定

し
た
。

視
察
研
修

　

総
務
産
業
建

設
委
員
会
は
、

　

月　

日
岐
阜

１０

２８

県
大
野
郡
白
川

村
、
小
規
模
水

力
発
電
所
「
し

ら
み
ず
の
チ
カ

ラ
」
の
視
察
研

修
を
行
っ
た
。
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平
成　

年　

課
（
大

１４

１０

平
村
長
誕
生
）、　

年
９

１５

課
、　

年
８
課
（
７
月
住
民

１６

投
票
に
て
自
立
に
決
定
）、
９

月
に
１
課
増
え
る
。　

年（
自

１７

立
元
年
）
８
課
、　

年
か
ら

１８

　

年
迄
は　

課
、
類
似
町
村

２１

１０

に
比
べ
て
課
の
数
が
多
い
が

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

第
二
小
学
校
で
は
昨
年
の

４
月
か
ら
「
か
み
か
み
セ
ン

サ
ー
」
を
使
っ
た
活
動
が
始

ま
っ
た
。
毎
月　

日
と　

日

１０

２０

に
使
用
し
、
噛
む
こ
と
を
意

識
し
て
る
。
第
一
小
学
校
、

中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
啓

蒙
活
動
を
し
て
い
る
か
。

　

他
町
村
に
比
べ
て
課

の
数
が
多
い
の
は
、
少

人
数
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
制
を

と
っ
て
き
た
事
に
よ
る
。
し

か
し
来
年
度
、
課
長
職
の
退

職
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
制
は
残
す
に
し
て
も
、

も
う
少
し
大
き
な
グ
ル
ー
プ

で
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

課
、
室
の
統
合
な
ど
に
よ
る

組
織
改
革
を
考
え
て
い
る
。

　

第
一
小
で
は
全
校
で
給
食

週
間
の
際
に
、
か
む
こ
と
の

大
切
さ
等
の
指
導
を
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
年
間
計
画

の
歯
科
指
導
の
中
で
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。

Q

A

　

国
政
で
は
、
事
業
仕

分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

近
隣
市
町
村
は
行
政
評

価
で
事
業
検
証
し
、
次
年
度

の
計
画
に
反
映
し
て
い
る
。

本
村
の
評
価
方
法
と
し
て
、

自
己
評
価
方
法
と
外
部
者
に

よ
る
評
価
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。
外
部
者
に
よ
る
評
価
方

法
が
適
当
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

村
で
は
平
成　

年
度

２１

の
予
算
編
成
か
ら
、
振

興
計
画
に
基
い
た
評
価
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
、　

年
度
の

２１

成
果
指
標
を
掲
げ
た
。

　
　

年
度
の
予
算
に
は
、　

２２

２１

年
度
の
取
組
評
価
に
基
づ
い

て
編
成
を
す
る
が
、
特
に　
２２

年
度
は
、
第
４
次
振
興
計
画

の
見
直
し
の
年
で
も
あ
る
。

　

評
価
方
法
は
、
現
在
担
当

Q

が
評
価
を
行
な
い
、
内
容
を

住
民
に
わ
か
り
や
す
く
情
報

公
開
を
し
て
、
第
三
者
を
含

め
た
評
価
委
員
会
を
設
置
し

て
い
き
た
い
。

A

職場風景

役場組織案内板

行
政
評
価
の
、評
価
方
法
は

筒　

井　

正　

司

議
員

村長

第
三
者
を
含
め
た
評
価
委
員
会
を
設
置
し
た
い

組織体制は
木　下　壽　雄　議員

村
長 課、室の統合等を考えている
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現
在
建
設
中
の
児
童

館
は
地
域
活
性
化
、
経

済
危
機
対
策
交
付
金
に
よ
っ

て
実
施
し
て
い
る
。
来
年
度

の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
建

設
、
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
策

な
ど
は
総
合
振
興
計
画
並
び

に
実
施
計
画
に
沿
っ
た
新
年

度
の
主
要
事
業
の
一
部
で
、

国
か
ら
の
補
助
金
の
事
業
で

も
あ
る
。
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
事
業
や
、
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
は
補
助
金
の
減
額

が
予
想
さ
れ
る
中
、
村
で
は

補
助
金
が
削
減
、
減
額
さ
れ

て
も
来
年
度
事
業
と
し
て
実

施
を
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

喬
木
の
振
興
計
画
の
中
に

中
原
の
運
動
公
園
周
辺
は
学

校
施
設
と
併
せ
教
育
ゾ
ー
ン

と
な
っ
て
い
る
。
施
設
利
用

に
つ
い
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
大
き
な
大
会
を
積
極
的
に

と
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
、
ま

た
、
そ
の
周
辺
の
ま
だ
農
振

除
外
地
に
宅
地
造
成
を
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。

Q

　

今
、
私
達
は
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
い
る
。

足
腰
を
痛
め
歩
き
ず
ら
く
な
っ

て
い
る
方
々
が
、
選
挙
の
一

票
を
投
じ
ら
れ
な
い
で
い
る
。

車
椅
子
が
乗
せ
ら
れ
る
リ
フ

ト
付
き
移
送
車
を
村
民
に
貸

し
出
す
事
は
で
き
な
い
か
。

　

来
年
度
事
業
の
方
向
性
を

伺
う
。　

万
人
余
り
の
観
光

１０

農
業
で
訪
れ
る
人
々
の
村
へ

の
経
済
波
及
効
果
を
ど
の
よ

の
人
々
を
村
内
に
長
く 
滞 
め

と
ど

る
工
夫
は
必
要
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
等
、

情
報
発
信
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
歴
史
民
俗
資
料

館
、
阿
島
傘
は
今
後
活
か
し

方
を
検
討
し
て
い
く
。
小
川

の
湯
は
村
の
社
協
と
も
連
携

を
と
り
、
高
齢
者
の
方
が
入

り
や
す
く
利
用
さ
れ
る
事
に

よ
っ
て
、
村
民
の
利
用
機
会

が
増
え
る
の
で
は
。

Q

う
に
高
め
る
か
。
歴
史
あ
る

村
の
特
色
を
生
か
す
た
め
に
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、阿
島
傘
、

８
百
年
の
歴
史
を
持
つ
小
川

の
湯
等
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

　

リ
フ
ト
付
き
移
送
車

は
、
操
作
が
難
し
い
の

で
、
貸
し
出
し
に
は
心
配
も

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
具
体
的

に
貸
し
出
し
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

　

農
業
観
光
で
訪
れ
る
多
く

A

A

国の補助事業　クラインガルテンの予定地（大島）

リフト付移送車

国
の
事
業
見
直
し
の
影
響
は

横　

前　
　
　

豊

議
員

村長

補
助
金
が
削
減
さ
れ
て
も
計
画
実
施
を

弱者への投票支援を
元　島　賞　子　議員

村
長

社協と連携し、リフト付き移送車の
貸し出しを検討してく

　

国
で
は
政
権
が
変
わ

り
、
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
多
く
の
事
業
が
廃
止

や
削
減
に
な
っ
て
い
る
。
村

で
は
今
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
て
児
童
館
（
仮
称
）
の

建
設
、
鳥
獣
被
害
防
止
の
施

設
、ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
等
、

国
の
補
助
で
行
う
事
業
を
計

画
し
て
い
る
が
そ
の
影
響
は

あ
る
の
か
。
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国
保
税
の
「
応
益
割

の
『
縛
り
』
廃
止
」
を

国
で
は
予
定
し
て
い
る
。
応

能
・
応
益
割
合
の
見
直
し
を

行
い
、
低
所
得
者
の
国
保
税

を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

村
長
は
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
の
運
営
は
地
元
の
熱
意

と
や
る
気
を
村
と
し
て
応
援

し
て
い
く
と
い
う
が
、
こ
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
し
っ
か

り
し
た
試
算
が
出
来
て
い
る

の
か
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

「
特
別
対
策
広
報
等
事
業
交

付
金
」
の
人
間
ド
ッ
ク
事
業
・

健
康
診
査
受
診
事
業
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

税
制
改
正
で
応
益
割

の
引
き
下
げ
が
可
能
と

な
る
と
思
う
。
国
保
財
政
を

勘
案
し
な
が
ら
、
低
所
得
者

に
配
慮
し
た
応
益
割
を
考
え

て
い
る
。

　

維
持
管
理
は
地
元
で
行
な

い
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
の

試
算
は
で
き
て
な
い
。

　

本
年
度
人
間
ド
ッ
ク
事
業

の
計
画
書
を
提
出
し
た
。

　

健
康
診
査
事
業
は
無
料
で

受
診
で
き
る
の
で
次
年
度
以

降
も
周
知
し
た
い
。

Q

A

　

環
境
問
題
は
世
界
的

に
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
地
区
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
等
更
な
る

取
り
組
み
と
し
て
実
践
し
た

ら
ど
う
か
。

　

現
在
の
喬
木
村
役
場
の
組

織
を
見
る
と　

の
課
・
室
等

１０

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
課
・
室

長
が
い
る
。
今
年
度
末
の
多

く
の
退
職
を
機
会
に
役
場
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

た
ら
ど
う
か
。

　

平
成　

年
に
喬
木
村

２０

の
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
、
策
定
を

し
環
境
対
策
の
一
環
と
し
て

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
面
は

地
区
要
望
の
新
設
防
犯
灯
に

つ
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
本
体
、
約
１

万
８
千
円
を
全
額
補
助
を
し
、

他
の
部
分
は
従
来
ど
お
り
�

Q

補
助
と
す
る
。
設
置
済
み
防

犯
灯
は
国
の
補
助
事
業
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
取
り
替
え

て
い
く
。

　

役
場
の
組
織
改
革
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A

防犯灯

高齢者の送迎

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は

大　

平　

武　

司

議
員

村長

防
犯
灯
新
設
は
本
体
全
額
補
助
す
る

国保税の応能・応益割の
見直しを

原　 東 彦 議員

村
長 低所得者に配慮した応益割を考えている
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討
し
厳
し
い
財
政
状
況
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
。

主
な
事
業
は
、共
同
調
理
場
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
、野
生
鳥

獣
防
護
柵
、村
道
改
良
等
大

型
の
建
設
事
業
で
、予
算
規
模

は　

億
円
を
超
え
る
見
通
し
。

３０

　

喬
木
村
に
定
住
で
き
る
、

人
口
増
加
対
策
を
新
た
に
考

え
た
い
。

　

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

を
検
討
し
た
い
。
太
陽
光
発

電
設
置
の
補
助
を
、
増
加
の

方
向
で
考
え
た
い
。

　

世
界
同
時
不
況
か
ら

厳
し
い
行
財
政
運
営
に

直
面
す
る
中
で
、
将
来
に
向

け
て
持
続
可
能
な
健
全
財
政

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
平
成　

年
度
の
予
算

２２

編
成
方
針
、
取
り
組
む
主
な

事
業
、予
算
規
模
は
ど
う
か
。

　

予
算
編
成
で
、新
た
に
定
住

人
口
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

新
政
権
は
環
境
対
策
で
世

Q

　
　

年
度
も
残
り
３
ヵ

２１
月
余
り
と
な
っ
た
が
、

今
年
度
は
６
月
、
９
月
議
会

に
お
い
て
地
域
活
性
化
経
済

対
策
交
付
金
と
し
て
、
多
く

の
事
業
が
補
正
予
算
と
し
て

追
加
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
業

の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
未

着
工
の
も
の
は
い
つ
か
ら
始

め
る
か
。

　

政
権
交
代
に
よ
り
、
事
業

　

未
着
工
分
は
、
各
学
校
の

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
購
入
・
ア

ン
テ
ナ
工
事
、
保
育
園
排
煙

工
事
で
あ
り
年
明
け
早
々
に

取
り
組
み
た
い
。

　

９
月
補
正
分
が
、
国
の
見

直
し
で
不
採
択
と
な
っ
た
場

合
は
、
役
場
庁
舎
の
太
陽
光

発
電
、
エ
ア
コ
ン
改
修
は
中

止
す
る
。

Q

の
見
直
し
な
ど
は
あ
る
か
。

　

６
月
補
正
分
の
事
業

は
第
一
小
学
校
太
陽
光

発
電
が
完
了
。
現
在
進
行
中

が
、
児
童
館
の
建
設
、
学
校

の
理
科
教
材
購
入
、
旧
中
跡

地
の
整
備
、
中
学
校
、
第
二

小
学
校
の
太
陽
光
発
電
で
あ

る
。

A

A

企画財政室

第一小体育館屋根の太陽光発電パネル

　

年
度
の
予
算
編
成
は

２２

小

澤　

博

議
員

村長

大
型
建
設
事
業
で
予
算
規
模
は　

億
円
超

３０

21年度事業の進捗状況は
森 谷 博 之 議員

村
長 未着工分は年明け早々に取り組む

界
を
リ
ー
ド
す
る
決
意
を
示

し
て
お
り
、
環
境
問
題
の
取

組
が
必
要
と
思
う
が
、
Ｃ
Ｏ

２
削
減
対
策
を
ど
う
考
え
、

新
年
度
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

総
合
振
興
計
画
を
基

に
実
施
計
画
の
事
業
を

中
心
に
必
要
性
、緊
急
性
を
検
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現
在
建
設
中
の
児
童

館
は
隣
接
す
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
を
使
っ
て
の
大
会
時
に
は
、

更
衣
場
所
等
と
し
て
全
館
解

放
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
、
運
動
公
園
は
、
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め

多
く
の
施
設
が
、
連
日
連
夜

に
亘
り
利
用
さ
れ
て
い
る
が

更
衣
設
備
が
な
い
。
こ
の
た

め
女
性
は
ト
イ
レ
で
の
着
替

え
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

運
動
公
園
の
更
衣
設
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

現
在
、
喬
木
村
で
は

国
民
保
険
の
加
入
者

は
、
が
被
保
険
者
証
（
世
帯

証
）
を
所
持
し
て
い
る
が
、

不
便
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

声
を
聞
く
。

　

近
隣
町
村
の
状
況
と
カ
ー

ド
化
に
し
た
場
合
、
保
険
料

は
ど
の
く
ら
い
増
額
と
な
る

の
か
。

　

カ
ー
ド
型
に
移
行
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　

飯
田
市
で
は
、
平
成

　

年　

月
よ
り
実
施
さ

１９

１０

れ
て
い
る
。

　

北
部
町
村
で
は
、
松
川
町

が
、平
成　

年　

月
か
ら
カ
ー

２２

１０

ド
化
の
予
定
で
そ
の
他
町
村

で
は
、
具
体
的
な
話
は
聞
い

て
い
な
い
。

　

カ
ー
ド
化
に
し
た
場
合
、

１
人
あ
た
り
２
８
５
円
の
負

担
増
と
な
る
が
、
加
入
者
の

意
向
調
査
を
行
な
い
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
国
保
運
営

協
議
会
で
審
議
の
う
え
、
村

と
し
て
の
方
向
を
決
め
る
。

Q

A

　

第
四
次
総
合
振
興
計

画
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
設
置
の
研
究
は
、随
時
、

担
当
者
レ
ベ
ル
で
検
討
・
研

究
を
し
て
き
た
が
、
管
理
面

や
利
用
頻
度
ま
た
、
費
用
対

効
果
を
考
慮
す
る
中
で
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
設
置
に
つ
い

て
は
見
送
っ
て
き
た
。

　

一
方
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
、
大
会
本
部
席
を
想

定
し
た
雨
よ
け
施
設
の
設
置

Q

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は

荷
物
置
き
場
等
を
兼
ね
た
雨

よ
け
施
設
を
設
置
し
た
。

　

更
衣
施
設
の
必
要
性
は
、

運
動
公
園
が
で
き
た
時
か
ら

い
わ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的

な
形
と
な
ら
ず
に
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い

る
の
で
、
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

A

テニスコート

健康保険証のカード

運
動
公
園
に
更
衣
設
備
を

昼　

神　

二
三
男

議
員

村長

設
置
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

国保保険証のカード化は
大 原 裕 夫 議員

村
長 加入者の意向調査し審議のうえ決める
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ン
の
開
設
等
、
人
員
配
置
も

含
め
検
討
中
で
あ
る
。

　

施
設
開
設
後
は
、
利
用
状

況
、
利
用
者
等
の
要
望
を
聞

く
中
で
、
新
し
い
運
営
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

　

議
会
運
営
委
員
会
に
対
し

本
案
件
は
最
終
日
に
提
案
す

る
旨
を
伝
え
て
あ
り
、
特
に

不
信
を
招
い
た
と
の
感
は
な

い
。

　

自
治
活
動
の
支
援
、
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
制

度
で
あ
る
が
、
活
動
内
容
に

地
域
差
が
あ
る
。
職
員
の
育

成
も
含
め
地
域
の
振
興
を
図

る
た
め
活
用
さ
れ
た
い
。

　

親
や
子
供
達
を
含
め

た
広
範
な
意
見
を
取
り

入
れ
た
児
童
館
運
営
を
望
む

が
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　

９
月
議
会
の
教
育
委
員
人

事
案
件
は
議
会
最
終
日
近
く

ま
で
名
前
が
伏
せ
ら
れ
議
員

に
判
断
す
る
充
分
な
時
間
を

与
え
な
か
っ
た
の
は
不
当
で

あ
る
。
今
後
は
正
当
な
提
案

の
出
し
方
を
し
て
ほ
し
い
が

村
長
の
考
え
は
。

　

職
員
の
地
域
別
担
当
は
住

民
の
自
主
的
活
動
を
支
援
し

て
い
く
意
味
が
あ
る
と
思
う

が
現
状
と
問
題
点
は
あ
る
か
。

　

当
面
は
、
従
来
の
児

童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
加
え
、
児
童
不

在
の
時
間
帯
に
子
育
て
サ
ロ

Q

A

建設中の児童館

児
童
館
運
営
は

太

田　

忠

議
員

村長

利
用
者
等
の
要
望
を
含
め
検
討

三
遠
南
信
自
動
車
道
建
設
早
期
実
現
に
向
け

　
　

議
員
か
ら
の
自
発
的
な
提
案
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
提
出
し
た

�

�

�

�
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���������������������

�
�
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三遠南信道路概要図

1 1頁へ
続く
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　三遠南信自動車道建設にかかわる来年度予算の
大幅削減を撤回し、工事促進を求める意見書　

　三遠南信自動車道は、飯伊地域と浜松市を結ぶ延長約１００kmの高規格幹線道路である。

　そもそも、遠州（静岡県）と南信州（長野県）、さらに東三河（愛知県）の三地域は、三遠南信地域として

古くから環境、文化、風習などを共有し、海と山との交流が育まれてきた歴史的な圏域である。

　こうした地域が、県境を越えた連携により、人の流れを円滑にし、交流の輪を盛んにすることにより、地場

産業の発展と中山間地域の振興など大きな効果が期待される、まさに夢の架け橋としての三遠南信自動車道で

ある。

　この三遠南信自動車道は、逐次工事が進みつつあり、とりわけ、２００１年には、整備方針の見直しがなされ、

現道区間をより多く活用（長野県事業区間２１.１km）すると同時に、橋梁の少ない道路線形に改めるなど当初

予算を大幅に削減しつつ、より効果的な施行がなされてきたのである。そして完成目標時期は、平成２０年代後

半といわれ、関係地域はリニア中央新幹線の到来と相まって、いよいよ期待度が高まっているのである。

　また、昨今は、かつての矢筈トンネル区（４.８km）供用開始に引き続き、飯喬道路（飯田市山本～喬木村）

２２.１kmの内、第１工区７.２km（飯田市山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）が昨年開通し、輸送時間の短縮による暮らし

の利便性が向上し、真に必要な道路としての重要性を改めて実感しているのである。

　しかるに国土交通省は、このほど三遠南信自動車道の飯喬道路第２工区（飯田市川路～上久堅）と県境の青

崩峠道路（飯田市南信濃～浜松市水窪）にかかわる来年度予算の概算要求分を今年度（平成２１年度）事業費の

３割程度に大幅縮減する旨発表したのである。

　このことは、地元住民の三遠南信自動車道にかける期待と命をつなぐ道路として熱望していることに水をさ

すものであり、極めて遺憾である。

　とりわけ三遠南信圏域は、毎年交流と連携の強化を図るべく行政、経済が一体化の中でサミットを開催し、

今年で１７回目を数えている。そして２５０万流域都市圏の創造をテーマに三遠南信地域連携ビジョンをまとめ、

これが実現のためにも命をつなぐ道路の必要性はきわめて重要な要件となっているのである。

　現政権が主張する「地域主権」の確立については、大いに期待するものである。そして「コンクリートから

人へ」の方針を唱えるのであれば、地域が熱望する生活道路としての必要な社会資本の拡充こそ人的尊重政策

の最たるものであると思う。

　単に画一的な費用便益比での効果判断ではなく、第三者機関による事業評価監視委員会が下した「三遠南信

自動車道事業で建設中の３事業は継続」との答申を前向きに受け止め、沿線地域住民の期待に応えられるよ

う、下記事項の実現について強く要望する。

記

　　　１．三遠南信自動車道の建設にかかわる予算の大幅削減構想を速やかに撤回し、事業進捗が期待できる

よう来年度予算の確保をはかること

　　　２．三遠南信地域にとって必要不可欠な道路としての認識を再確認し、地域の期待に添うよう早期完成

を期すること

　　　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

平成２１年１２月１８日　　　　

 衆議院議長　　　　　　　　　横路　孝弘　　殿

 参議院議長　　　　　　　　　江田　五月　　殿

 内閣総理大臣　　　　　　　　鳩山　由起夫　殿

 国家戦略担当大臣　　　　　　管　　直人　　殿

 総務大臣　　　　　　　　　　原口　一博　　殿

 財務大臣 　　　　　　藤井　裕久　　殿

 国土交通大臣 　　　　　　前原　誠司　　殿

 内閣府特命大臣（行政刷新）　仙石　由人　　殿

長野県下伊那郡喬木村議会　
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新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
喬
木
村
が
発
足
１
３

５
周
年
を
迎
え
多
く
の
記
念
行

事
が
開
催
さ
れ
、ま
す
ま
す
の
地

域
活
性
化
を
願
い
自
立
可
能
な

村
づ
く
り
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
景
気
の
二

番
底
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が

新
政
権
で
の
更
な
る
景
気
対
策

を
打
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

村
と
議
会
は
村
民
の
皆
さ
ん

が
喬
木
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た

実
感
が
味
わ
え
る
様
な
協
働
な

村
づ
く
り
を
目
指
し
、今
年
も
、

活
発
に
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
見
や
す
く
分

か
り
や
す
い
広
報
誌
づ
く
り
を

目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、今
回
か
ら
年
頭
の
あ
い

さ
つ
は
省
略
し
ま
し
た
。
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傍聴に来て下さい傍聴に来て下さい

　
　役場２階議場で開催いたします。
　細かい日程、内容については、議会
事務局までお問い合わせ下さい。
　多くの方の傍聴をお願いします。

問い合せ先　�33－3800

　

こ
ん
に
ち
は
�　

私
達
は

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
酔
鼓
」

で
す
。
指
導
を
し
て
下
さ
っ

て
い
る
ア
ー
ト
・
リ
ー
先
生

は
日
本
で
初
の
芸
術
ビ
ザ
を

取
得
、, 　

年
の
東
京
国
際
和

０５

太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、
日
本
は
勿
論
世

界
中
で
公
演
を
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
先
生
の
初
心
者
教

室
が
あ
る
の
を
知
り
村
内
か

ら
五
人
が
参
加
し
、
飯
田
の

若
い
人
達
と
一
緒
に
な
り　
１０

人
の
教
室
が
出
来
ま
し
た
。

　
　　　　　　, 　

年
の
９
月
に
「
幸
い
下

０７
伊
那
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
あ
り
、
習
い
始
め
て

１
年
足
ら
ず
で
し
た
が
初
め

て
人
前
で
演
奏
し
ま
し
た
。

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
酔
鼓
」

阿
島
北　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

石　

加
代
子

議 会 日 誌 

10月

リニア早期建設促進大会１５日

北部ブロック議員総会２６日

総務産業建設常任委員会研修視察～28日２７日

天竜川架橋協議会２９日

現
在
は　

人
で
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
ポ
ー

１１

ル
さ
ん
も
加
わ
り
国
際
色
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。優
し
く
気

長
に
指
導
し
て
下
さ
り
レ
パ
ー

ト
リ
ー
も
増
え
ま
し
た
。今
太

鼓
が
楽
し
く
て
夢
中
で
す
。

　

毎
週
月
曜
日
社
会
体
育
館

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
見
学
に
来
て
下

さ
い
。
待
っ
て
ま
〜
す
�

無
事
演
奏

し
終
え
た

満
足
感
と

感
動
で
皆

の
心
が
一

つ
に
な

り
、
盛
り

上
が
っ
た

打
ち
上
げ

の
雰
囲
気

か
ら
「
酔

鼓
」
と
名

付
け
ま
し

た
。
そ
の

後
メ
ン

バ
ー
が
入

れ
替
わ
り

文化祭にて

編
集
委
員
会

委

員

長　

横

前　

豊

副
委
員
長　

小

澤　

博

委　
　

員　

元

島

賞

子

委　
　

員　

森

谷

博

之

委　
　

員　

昼
神
二
三
男

1１月

天竜川架橋建設期成同盟会総会６日

教育委員会、社会文教常任委員会懇談会９日

社会文教常任委員会視察～20日１９日

東海地区ふるさと会２２日


